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はじめに   
雷の正体がわからなった時代には，雷は雷神の仕業として恐れられ，それには雷獣や雷鳥も  
関っていると信じられてきた。雷の本体が電気とわかってからも，日本では戦前の昭和の時代  





ことができる。   
雷神と共に，雷に関係のある雷獣の存在も広く信じられてきた。雷獣も中国では『山海経』  
をはじめ，多くの文献1）があるので，これも中国伝来の思想という点では，研究者の意見が一  




したのを，雷と共に落ちたものと見誤ったのだろうといわれている。   
これらの野獣は明治以降の研究者によって現生動物に比定され，最近は動物の研究者も加っ  
て論じられている。ここでは，私の知る範囲でこれらの雷獣について考察してみたい。  
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表1 雷獣の記録された地方  
都府県   地名   文献   
岩手   陸中和賀郡江釣子村（北上市）   東京日日新聞 昭和10（角田1943）   
秋田   出羽 秋田   古史伝，甲子夜話   
福島   岩代 会津   湯本（2005）  
磐城 相馬   執苑日渉   
栃木   下野 日光   随意録  
鳥山   北窓頸段   
埼玉   武蔵埼玉郡岩槻領掛柑  栗本丹洲動物写生図（荒俣1988）   
（岩槻市→さいたま市）  
乗京   武蔵 鳥越袋町   甲子夜話  
江戸   重訂本草綱目啓蒙   
神奈川  相模 大山（雨峰山）   震雷記，和訓莱  
湯本（2005）   
千葉   安房 二山（二村山）   鋸屑讃，笈填随筆   
新潟   越後 魚沼郡伊勢平治柑   玄同放言  
三島郡西生寺（ミイラ）   湯本（2005）  
三国鼻（峠）（鹿瀬町→阿賀町）   越後名寄  
村松域   ク  
飯豊山   ク   
長野   信濃 山科山   信濃奇勝録，和訓莱   
山梨   甲斐 天目山（大和村→甲州市）   類緊名物考   
静岡   駿河 益頭那花沢村 高草山   救国雑誌  
不二山七郡   ケ   
愛知   尾張 知多郡   和訓莱  
名古屋（見世物）   塩尻   
滋賀   近江 竹生島（長浜市）   湯本（2005）   
大阪   河内 （山中）   越後名寄   
奈良   大和 桜井村（桜井市）（→大阪で見世物）  摂陽奇観   
兵庫   播磨 赤穂城下（赤穂市）   湯本（2005）   
和歌山  紀伊高野山奥   紀伊風土記  
日高郡   ク  
牟婁郡  ク   
鳥取   伯曹   隋意録   
島根   出雲   ケ   
岡山   備前  重訂本草綱目啓蒙  
備中  ケ   
広島   安芸 五日市（広島市）   湯本（2005）  
九日市？   あづまかひ，開田次筆，奇怪集   
山口   周防   毛利梅園の記録（磯野・内田1992）  
長門豊浦郡上同校村  郵便報知新聞 明治12（湯本1991）   
（菊川町→下関市）  
徳島   阿波 由来喜来（美妓町）   笈境随筆   
高知   土佐   重訂本草綱目啓蒙   
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これまで多くの研究者によって説かれてきたように，落雷の際に眼に触れた動物を誤称した  


















様に臍を取られるとたしなめたりしたことは，民俗学的にはよく知られている。   
しかし，太平洋戦争以後，雷神の伝承はしだいに忘れられ，雷獣になると，すでに知らない  
人の方がはるかに多くなっている。   
雷神と雷獣との関係は甚だ暖昧である。雷神＝雷獣とする考え方，雷獣を雷神の使令とする  





（『三才窺管』）。   
『北窓頸談』には，下野（栃木県）烏山の付近では，「夕立の雲興り来る時，其雲にも獣の乗  
よく．■一らま るべき雲と乗りがたき雲有るを，雷獣能見わけて，来るべき雲来れば，忽ち雲中に飛人て去る」  
が，雲に乗ると必ず雷鳴があるというのではなく，ただ雷になるとのみいい伝えている，と記  
している。   
雷獣は常に山に棲んでいる（F駿国雄誌』『紀伊国続風土記』『越後名寄』）。晴天の日ほおとな  
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いたち  秋になると，雷獣は地下に入り（F執苑日渉』），冬にも穴に入るので，雷獣を千年麒という  
（『信濃奇勝録』）。下絵（千葉県）には雷洞といって，雷獣の常に出入りする所があるという  
（『松屋筆記」）。  











表2 雷獣とされた動物（江戸時代）  
小狗（こいぬ）   和訓莱，屠龍工随筆，信濃奇勝録   
小狗，雛狐（こぎつね）   震雷記，玄同放言   
払林狗（ふつりんく，ちん）   甲子夜話（巻八）重訂本草綱目啓蒙（備前，備中，土佐）   
狼（雷獣図）   
玄同放言（越後）   
猫   甲子夜話（巻二）   
小猫   和漢三才国会   
小狗，瀬（おそ），猫   越後名寄   
狸（虚実は知らず）   関田次筆（あづまかひより）   
紹（てん）   あづまかひ   
剋（いたち）   駿国雑誌   
洛（むじな），岸（むささび）  類糞名物考   
馳鼠（いたち）   重訂本草綱目啓蒙（大和）   
．嵐（ねずみ，剋より大）   北窓頸談   
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表3 雷獣とされた動物（明治以降）  
似ている動物   推定   発表者   推定の根拠   
ネコ   不詳   （湯本2005）  郵便報知新聞1907   
不詳   雷嵐の一種   渡瀬庄三郎  
（中山1921）  中山との談話   
テン，イタチ，アナグマ  イタチ科   日野1926  各文献   
リス，ムササビ   リス科   ク  ケ   ′シ   
テン，アナグマ   テン，アナグマ  角田1933  各文献  
ク 1943  ′ケ   
ハクビシン   ハクビシン   高島1956  東北地方の業者   
ハクビシン   ハクビシン   小原1964  類衆名物考，震雷記  
ク 1970   ク  ク   
テン   テン   岡田1979  越後名寄，玄同放言，甲子夜話   
テン   テン   荒俣1988  玄同放言，甲子夜話  
ク 1994   ク  ・ケ   
ハクビシン   ハクビシン   梶島1997  類衆名物考，震雷記，塩尻   
ジャコウネコ科  ハクビシン  
イタチ科  イタチ，テン，アナグマ，カワウソ  
リス科  リス，ムササビ  
イヌ科  イヌ，オオカミ  

















（山梨県）天目山で捕獲されたという F類衆名物考』の雷獣の回をあげ，それがハクビシンに似  




むじな  この二つの図に措かれた雷獣は鼻から額にかけて白斑があり，願（F震官記」）あるいは洛  
（F類衆名物考』）に似ているとある。梶島はその形状がハクビシンとよく一致していると指摘し  
ている。  
図1雷獣の図 r類衆名物考』（小原1962より）  
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足で尾も長い（図4）。   
頚胴長51～76cm，尾長40～60cm，後肢長9、10m。尾は黒く，ボルネオなど南方のものには，  
ょし・ん 先端が白いものがある（祖谷ら1991p．96）。肛門近くに分泌線（会陰腺）がよく発達する。   
日本以外の分布は，中国東南部（揚子江以南），海南島，台湾，インド，ネパール，インドシ  
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も考えられる。   
一方，今泉（1960p．178）は，日本産ハクビシンの頭骨は紅頭略（台湾）産のそれとは明らか  
に異なり，大陸産にも似たものが見当たらないと述べている。   
猟師たちは雷獣の名のもとに，秘かに毛皮として撒い，特に四国では明治以前からいたと主  



























は胴短く灰白色であったという。これはリス科と推定する根拠になったようである。   
その他，雷に打たれて死んだ獣や，落雷に驚いて葺から走り出した獣を，天から雷と共に降  
ってきたと勘違いしたことがあったかも知れない。木に登ることのできない獣を雷獣と見誤る  
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かたちはし  「その状六足三尾なり，首は野猪に似て，長き牙あり，啄の長サ七人寸，尾の長サ啄とおな  








きされている。   
この絵の原図か，あるいは同じものから模写されたと思われる三図が，湯本（2005p．52）の著  










からすやま   
下野（栃木県）鳥山辺りでは，春山畑に芋を植えると，雷獣が種芋を掘って食うので，農民  
はこれを憎んで猟る（『北窓頸談j）。甲州（山梨県）天目山で捕えた雷獣は蛇蝮辛味（へび，け  
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捕えた雷獣を食べたという文献は少なくない。‾F野（『北窓墳談』），奥州秋田（『古史伝』『甲  
子夜話』），土佐（商知県，『賽宙記』）など。 雷獣を食った人は雷を恐れないともいわれる 川扶  
桑雷除考』）。   
雷獣が複数の種類からなるとすると，その味も棟によってまちまちになるはずである。   
1麻美弛（あなぐま）のような味（『古史伝』）  
2 蛋くさくて味なし（『あづまかひ』）   
3 昧は息績のごとく甚だ美なりといえり（『避雷記』）  
ふか   4 その味ひ條の刺身のごとし（『扶桑富除考』）  
これらのなかで気になるのは，『礎′蔚紀』の記事である。  
り1   
2003年中国の叩【h一地域で発生した新型肺炎SARS（急性軋症呼吸器症候群）が急速に広がり，世  
界中が大悦乱に陥ったことはまだ記憶に新しい。WIlOはその病原体を新棟のコロナウイルスと  
断定したtl   
香港大学の合同調査チームは，SARSのコロナウイルスと過伝子の配列がきわめてよく似たウ  
イルスが，中国南部のハクビシンやタヌキから桧山されたと発表した1り）‖ この発表を受けて，食  
材として飼育されていたハクビシン約1万弧が処分された（2（）04・年1月6日の新聞各紙）。この  













1；工戸時代からの民俗知識   
これまで述べてきた江J三明凧の文献は，それぞれの著者が自分で雷獣を観察した例はむしろ  
少なく，多くは他者からの聞き取りや地ノブの伝承を記録したものであろう‖   
江戸‖封じの百科串典として知られている『刺激≡三才図会』（寺島良安縮 正徳3年1713）に  
は，「‾宵」の項で雷獣について次のように述べているり   
其宵誠芳トシテ奔走シ好天之描ち盤ム如シ。伯山株ノ掛一番ノ柱二別様上ル黒雲掩下り，  
岬45脚   
ノポノノアト  之二乗外騰ルコトヲ得。其堕ル処必脱毛及爪痕有，則全体火ニシテ獣之属焉コト也必ササ  
ナ  リ奏［割注 陰中明，陽中暗］。傲火ノ中見得可カラズ，故古今全ク雷ノ本形ヲ見ル者靡シ，   
疑ラクハ小猫ノ知者乎，爪痕大者ハ熔火ニレハ也。   
古謂雷ハ形無シト云者非也，又形有テ六書ノ如，雌鶏ノ如シト云者並非也，偶々剛毅ノ人  
オヒカケル   
雷ヲ捕ル者有，然り此真ノ雷二非也，雷堕ル時禽獣霹靂こ却所有，出テ倶二堕者偶々之捕  
イカリウチ   








2 雷獣の図  
らいひん   
雷獣には，けりそり（野州『類衆名物考』），千年髄（信濃『信濃奇勝録』），雷牝（不詳  
F屠龍工随筆』），クロンボウ（木狗）（備中，備前，土佐 F重訂本草綱目啓蒙』），クロ（奥州  
同上），キテン（大和 同上）などの地方名がある。しかし，雷獣が複数の動物であることを，  














3 「雷獣」の伝来   
雷という物理的現象に「雷獣」を取り入れたのは，中国伝来の思想であるが渡来の時期は定  
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かではない。各地に「雷獣」が広がったのは，おそらく『本草綱削（李時珍1596）が移入され  
た江戸時代初期（慶長12年，1607）以後であろう。『綱目』には「雷獣」という項目はないが，  
「木狗」の項があり，本に登っている黒い胴長・長尾の四足獣が描かれている（図5）11）。   
これにはあまり詳しい脱明はないが，「広東，左右江】2）の山中に生ずる。形は黒狗のやうで能  
く木に登る」とある。   
黒狗の説明はないが，『本草綱目啓蒙』には，木狗を「クロンポウ」とも呼ぶといい，「形ハ  
イ／ 払萩狗二似テ，深黒色，足甚健ニシテ能木二上り，壁二上ル。是，木狗ナリ」と説明している。   
広東省はハクビシンの分布域の山部でもあり，この獣は木登りも得意である。日本と中国で  
は動物の種類も落雷時の状況も，必しも同じではないので，雷獣の種類が通っていたとしても  





図5 木狗  『本草綱目』（木村ら1977より）  








1）中国の文献には暗いが，井上（1999a，p．484，1999b，p．560）は『国史補』『捜神託』『山   
海経‖博聞録』，中山（1921，P．31〉はF唐国史補』『五雑狙』『嶺商権記』，日野（1926，p．   
246）はその他に『太平広記』をあげている。  
2）『本草綱目』には「雷獣」の項目はないが，「木狗」について述べている。『重訂本草綱目啓   
蒙』の「木狗」では「江戸ニテ雷獣卜呼モノアリ」と雷獣を木狗の異名としでいる。   
小野蘭山『重訂版 本草綱目啓蒙』弘化4年（1848）（東洋文庫552 4，p．85 平凡社  
1991）  
3）北川信一郎「かみなり 雷」『平凡社版 気象の事典』 p．160－163 平凡社1986  
4）最近の『理科年表』のデータはこれとは少し違っている。国立天文台編『理科年表』平成17   
年版 p．235－236 丸善 2004  
5）F笈填随筆』では，雷獣の棲息地について「房州二村山といひ，阿波国西南由岐喜来という   
所とも。按ずるに，安房と云は阿波の誤りしなるべし。房州は小き国にて，左様に雷獣など   
住べき山なし」という。   
また，名古屋市中村区のように，落雷後の木の裂目を雷獣ではなく ，龍の爪痕という所もあ   
る（吉岡，本誌20号p．81，2005）。  
6）上記（注5）のように否定する人もいるが，どちらが正しいかは不詳。地名も「二山」と   
なっているが，同じ所と思われる。  
7）それ以前の日本産晴乳類の概説書や図鑑類にはハクビシンの名はない。   
今泉膏典『分類と生態 日本哺乳動物図説』洋々書房1949  
8）r塩尻』では「雷獣」の名は使っていない。  
9）磯野・内田（1992）p．121より引用。  
10）藤田紘一郎『ニッポン「亜熱帯」宣言』（中公新書ラクレ）p．131－163 中央公論社 2003  
11）李時珍（木村康一他校定）『新註校定 国訳本草綱削新註補増版12冊 p．367－368 春   
陽堂書店1977  
12）木村ら（1977，p．367）の補注には「左右江は揚子江下流地方」となっているが，広東省に   
は東江と西江が流れ，合流して珠江となり，南シナ海に注いでいる。  
雷獣に関する文献  
1明治以降の，日本人研究者による雷獣関係の文献を収録した。著者，監修者または編者の   
アルファベット順に配列した。  
2 ＊印はハクビシンに関する文献のうち，直接雷獣に言及していないものである。  
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3 気象学・動物学関係の報告や論文は十分に検索することができなかった。漏れた文献は他   
日追加したい。  
＊阿部 永（監修）『日本の哺乳劉129頁（米田正明 ハクビシン）東海大学出版会1994  
＊∴ 『日本産哺乳類頭骨図説』252・253頁 北海道大学園舎刊行会 2005  
＊－（監修）『日本の哺乳類』改訂版90貫（米田正明 ハクビシン）東海大学出版会 2005  
＊阿部勇治「鈴鹿山旋のけものと人びと」『滋賀の獣たち』（高橋春成編）13－45頁 サンライズ  
出版 2003   
荒俣 宏『世界大博物図鑑』5 哺乳頒1恥191頁（雷獣）平凡社1988  
『怪物の友 モンスター博物館』（集英社文庫）69－70頁（雷獣）集英杜19鍼  
＊朝日 稔『日本の哺乳類』（玉川避番）171・172頁 玉川大学出版1977  
＊浅間 茂『フィールドガイド ボルネオ野生動物』（ブルーバックス）62，64頁 雑談社 2005   
畠山久尚『雷の科学』河出番房新杜1970（「雷の文化史」『自然読本 気象』97－104頁）  
河出番房新杜1980  
＊林 寿郎『標準原色図鑑全集』2（働物Ⅲ 50頁 保育社1968（『ェコロン自然シリーズ』動   
物Ⅱ 50頁 保育社1995）   
日野 厳『動物妖怪劉240－248頁 養賢堂1926（復刻 有明沓房1975）  
＊今泉忠明『アニマルトラック・ハンドブック』亜－49頁 自由国民祉1994  
『野外動物観察乳剛2弘235頁 東京堂出版 2004  
＊今泉膏典『原色日本哺乳動物図鑑』177－178頁 保育社1960  
（監修）『学研生物図鑑 動物』296（増井光子）学習研究社1991（初版1983）  
井上円了『妖怪学言削劉 哲学館1893（『井上円了・妖怪学会集』1巻 484－4朗頁 柏沓房  
1999a）   
【 －－ 『天狗論』 哲学館1903（『井上円ア・妖怪学会東』4巻 560・561頁 柏沓房  
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